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し
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け
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し
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お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

舟
形
町
長  

奥
山 

知
雄 

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
す
が
す
が
し
い
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。 

　
町
民
の
皆
様
の
暖
か
い
ご
支
援
を
受
け
、
町
政
を
担
い
、
初
め
て
の
新
年
を
皆
様
方
と
共
々
に
迎

え
ら
れ
る
喜
び
に
心
か
ら
の
感
謝
と
責
任
の
重
さ
を
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

　
皆
様
と
約
束
い
た
し
ま
し
た
「
自
立
の
ま
ち
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、
決
意
も
新

た
に
全
職
員
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

　
さ
て
、
昨
年
は
、
米
国
に
端
を
発
し
た
金
融
危
機
が
全
世
界
へ
広
が
り
、
経
済
活
動
が
低
迷
し
、

大
量
の
非
正
規
社
員
が
解
雇
さ
れ
る
な
ど
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
り
ま
し
た
。
国
で
は
大
型
補
正

予
算
を
計
上
し
、
積
極
的
な
経
済
・
雇
用
対
策
を
打
ち
出
し
て
お
り
ま
す
。 

　
町
内
の
企
業
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大
変
厳
し
い
経
営
を
強
い

ら
れ
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
町
で
は
、
県
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
昨
年
の
12
月
22
日
に
「
舟

形
町
雇
用
対
策
連
絡
会
議
」
を
緊
急
に
立
ち
上
げ
、
雇
用
対
策
や
生
活
支
援
の
相
談
に
応
じ
て
お
り

ま
す
。 

　
ま
た
、
合
併
問
題
に
つ
い
て
は
、
最
上
８
市
町
村
長
で
最
上
地
域
将
来
像
検
討
会
を
設
置
し
、
広

域
合
併
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
時
間
を
費
や
し
検
討
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
舟
形
町
は
「
自
立
の

町
」
を
目
指
す
こ
と
を
再
確
認
い
た
し
ま
し
た
。
町
内
会
長
さ
ん
を
は
じ
め
、
町
民
の
皆
様
に
は
合

併
に
関
す
る
貴
重
な
ご
意
見
を
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
来
年
度
の
主
要
事
業
と
し
て
は
、
若
者
の
定
住
促
進
の
た
め
の
子
育
て
支
援
や
高
齢
者
の
健
康
づ

く
り
と
安
心
安
全
対
策
、
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
整
備
、
若
鮎
温
泉
の
環
境
整
備
、
活
力
あ
る
農
業

振
興
推
進
、
農
業
集
落
排
水
事
業
、
商
工
業
者
の
活
性
化
、
第
５
次
舟
形
町
基
本
構
想
の
策
定
、
そ

し
て
、
幼
保
小
中
の
一
貫
教
育
を
と
お
し
て
心
の
通
い
合
う
人
間
教
育
を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。 

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
こ
の
１
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
健
康
で
幸
多
き
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り

い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 

　
１
月
１
日
現
在
、
わ
が
町
で
丑
年
生
ま
れ

の
方
は
５
０
１
人
で
、
町
全
体
の
7.8
％
を
占

め
ま
す
。  

　
大
正
２
年
生
ま
れ･･･

３
名 

　
大
正
14
年
生
ま
れ･･･

89
名  

　
昭
和
12
年
生
ま
れ･･･

86
名  

　
昭
和
24
年
生
ま
れ･･･

102
名  

　
昭
和
36
年
生
ま
れ･･･

72
名  

　
昭
和
48
年
生
ま
れ･･･

59
名  

　
昭
和
60
年
生
ま
れ･･･

44
名  

　
平
成
９
年
生
ま
れ･･･

46
名  

 

●
丑
年
生
ま
れ
の
性
格
は･･･  

　
粘
着
力
・
執
着
力
の
強
い
努
力
家
。
い
っ

た
ん
こ
う
と
決
め
た
こ
と
に
は
た
だ
ひ
た
す

ら
努
力
し
、
断
固
と
し
て
や
り
抜
き
ま
す
。 

思
い
や
り
の
あ
る
優
し
い
面
が
同
居
し
て
い

て
多
く
の
人
を
惹
き
つ
け
、
強
力
な
味
方
を

つ
く
り
、
順
調
に
い
く
と
き
は
グ
イ
グ
イ
と

頭
角
を
表
し
ま
す
。 

　
牛
の
よ
う
に
優
し
げ
な
表
情
を
し
て
い
な

が
ら
、
頭
の
回
転
は
非
常
に
早
く
、
当
意
即

妙
の
適
応
力
が
あ
り
ま
す
。 

　
将
来
へ
の
計
画
性
が
あ
り
、
暮
ら
し
ぶ
り

は
堅
実
。
一
般
的
に
い
っ
て
節
約
家
が
多
く
、

男
女
と
も
に
マ
イ
ホ
ー
ム
主
義
者
で
、
非
常

に
子
ど
も
の
育
て
方
が
上
手
な
よ
う
で
す
。 

  

●
丑
年
生
ま
れ
の
有
名
人 

１
９
１
３
年
生
ま
れ
（
今
年
で
96
歳
） 

森
繁
久
彌
（
俳
優
） 

 

１
９
２
５
年
生
ま
れ
（
今
年
で
84
歳
） 

大
滝
秀
治
（
俳
優
） 

橋
田
壽
賀
子
（
脚
本
家
）  

 

１
９
３
７
年
生
ま
れ
（
今
年
で
72
歳
） 

伊
東
四
朗
（
タ
レ
ン
ト
・
俳
優
）  

加
山
雄
三
（
俳
優
・
歌
手
）  

笑
福
亭
仁
鶴
（
落
語
家
） 

 

１
９
４
９
年
生
ま
れ
（
今
年
で
60
歳
） 

武
田
鉄
矢
（
歌
手
・
俳
優
） 

矢
沢
永
吉
（
歌
手
） 

テ
リ
ー
伊
藤
（
演
出
家
・
タ
レ
ン
ト
） 

 

１
９
６
１
年
生
ま
れ
（
今
年
で
48
歳
） 

徳
永
英
明
（
歌
手
） 

石
橋
貴
明
（
タ
レ
ン
ト
） 

三
谷
幸
喜
（
脚
本
家
） 

 

１
９
７
３
年
生
ま
れ
（
今
年
で
36
歳
） 

イ
チ
ロ
ー
（
野
球
選
手
） 

宮
沢
り
え
（
女
優
） 

稲
垣
吾
郎
（
タ
レ
ン
ト
・
ア
イ
ド
ル
） 

 

１
９
８
５
年
生
ま
れ
（
今
年
で
24
歳
） 

宮
�
あ
お
い
（
女
優
） 

宮
里
藍
（
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
） 

加
藤
条
治
（
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
） 
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ど
ぶ
ろ
く
特
区
の
町 

 

　
濁
り
酒
、
も
ろ
み
酒
と
も
呼
ば
れ
る
「
ど

ぶ
ろ
く
」
は
明
治
以
前
に
は
米
ど
こ
ろ

な
ど
を
中
心
に
庶
民
の
酒
と
し
て
愛
飲

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
近
年
、
一
部
の
方

は
「
自
家
消
費
な
ら
造
っ
て
も
大
丈
夫
」

と
誤
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
今

日
の
酒
税
法
に
お
い
て
家
庭
で
の
製
造

は
未
だ
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

　
平
成
７
年
国
で
は
特
色
あ
る
地
域
づ

く
り
を
支
援
す
る
制
度
「
構
造
改
革
特

別
区
域
」
を
創
設
。
こ
の
制
度
を
活
用
し
、

舟
形
町
は
「
ど
ぶ
ろ
く
特
区
」
の
認
定

を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
一
定

の
条
件
を
ク
リ
ア
す
る
と
農
家
の
方
で

も
ど
ぶ
ろ
く
造
り
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。 

 

　
特
区
に
お
け
る
制
限 

 

　
ど
ぶ
ろ
く
の
製
造
・
販
売
の
条
件
は

次
の
と
お
り
で
す
。 

①
民
宿
や
飲
食
店
を
経
営
す
る
農
業
者

　
が
自
ら
生
産
し
た
米
を
使
う
こ
と
。 

②
ど
ぶ
ろ
く
を
漉
さ
な
い
こ
と
。 

③
製
造
作
業
所
、
保
管
庫
な
ど
、
保
健

　
所
の
規
制
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
こ
と
。 

④
お
土
産
物
と
し
て
販
売
す
る
際
は
酒

　
類
製
造
と
販
売
の
許
可
が
必
要
。 

　
こ
の
す
べ
て
を
ク
リ
ア
し
て
初
め
て

製
造
・
販
売
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
舟

形
町
内
の
製
造
者
は
現
在
の
と
こ
ろ
小

国
川
観
光
（
斉
藤
好
春
代
表
）
の
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

   

〝
雪
げ
し
き
〞
と
〝
雪
の
華
〞
“ 

 

　
小
国
川
観
光
で
製
造
さ
れ
て
い
る
ど

ぶ
ろ
く
は
淡
麗
「
雪
げ
し
き
」
と
芳
醇
「
雪

の
華
」の
２
種
類
。 

　
ど
ぶ
ろ
く
を
製
造
し
始
め
て
今
年
で

５
年
目
。
お
客
様
に
胸
を
張
っ
て
お
勧

め
で
き
る
商
品
に
成
長
し
ま
し
た
。 

　
主
に
町
内
や
近
隣
市
町
村
の
方
が
お

土
産
用
と
し
て
購
入
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が

多
い
よ
う
で
す
。
ま
た
、
首
都
圏
の
方

か
ら
の
電
話
注
文
も
多
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。 

　
ど
ぶ
ろ
く
は
気
温
の
低
い
冬
場
に
製

造
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
す
が
、
小
国

川
観
光
で
は
冬
だ
け
で
な
く
夏
場
も
仕

込
み
を
行
い
、
年
間
を
通
じ
て
出
荷
し

て
い
ま
す
。
珍
し
さ
も
あ
っ
て
か
夏
場

の
方
が
売
れ
行
き
は
好
調
の
よ
う
で
す
。 

   

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
活
性
化
に 

 

　
舟
形
町
の
米
の
生
産
量
は
約
５
７
０

０
ｔ
。
国
の
減
反
政
策
に
よ
り
町
内
の

水
田
の
35
％
以
上
が
転
作
・
休
耕
さ
れ

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
ま
た
近
年
、

米
の
価
格
が
下
が
り
続
け
て
お
り
、
米

の
消
費
拡
大
と
米
の
価
格
向
上
が
喫
緊

の
課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
舟
形
町
が
こ
れ
か
ら
も
自
立
し
て
い

く
た
め
に
は
町
内
の
産
業
を
活
性
化
し
、

所
得
向
上
を
図
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。 

　
そ
れ
に
は
加
工
品
販
売
を
含
め
、
付

加
価
値
を
向
上
さ
せ
る
取
り
組
み
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
今
あ
る
資
源
を
活
用
し
、

今
で
き
る
こ
と
か
ら
少
し
ず
つ
努
力
す

る
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。 

　
米
は
町
を
代
表
す
る
農
産
物
。
そ
の

米
を
使
っ
て
造
る
加
工
品
ど
ぶ
ろ
く
。 

　
ど
ぶ
ろ
く
造
り
に
は
町
の
将
来
を
担

う
多
く
の
可
能
性
が
秘
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
よ
り
多
く
の
方
が
ど
ぶ
ろ
く
づ
く
り

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
所
得
向
上
に
つ
な

げ
て
欲
し
い
と
期
待
し
て
い
ま
す
。 

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
こ
そ
が
町
の
活
性

化
に
は
不
可
欠
な
の
で
す
。 　米を使ってつくるどぶろく。米の消費拡大や収入増加に　米を使ってつくるどぶろく。米の消費拡大や収入増加に非常に非常に

期待されています期待されています。 
　舟形町の特産品を紹介するシリーズ「ふながた〝お宝〟　舟形町の特産品を紹介するシリーズ「ふながた〝お宝〟宅急便宅急便」
第３回目は「どぶろく」づくりをご紹介します第３回目は「どぶろく」づくりをご紹介します。 

　米を使ってつくるどぶろく。米の消費拡大や収入増加に非常に
期待されています。 
　舟形町の特産品を紹介するシリーズ「ふながた〝お宝〟宅急便」
第３回目は「どぶろく」づくりをご紹介します。 

　丹誠込めて栽培された酒米から造られたど

ぶろくは首都圏でも大人気。 

　毎年夏に行われる「世田谷区民まつり」で

は長沢小学校と交流を続けている山崎小学校

の父兄OB会「メンズクラブ」のみなさんも

応援に駆け付けていました。交流でのつなが

りが活きているようですね。 

＜問い合わせ先＞ 

　小 国 川 観 光（舟形地区）32－3280 

　舟形建設株式会社（内山地区）33－2131

　古代米を使ったピンク 
色のどぶろく。 
　女性にも飲みやすい、 
まろやかな味が特長。 

※冬期間は舟形建設株式会社のみとなります。 

　じっくりと熟成するこ 
とにより、淡麗な切れの 
ある味に仕上げています。 

ふ
な
が
た

ふ
な
が
た
〝
お
宝
〞
宅
急
便 
ふ
な
が
た
〝
お
宝
〞
宅
急
便 

〜
ど
ぶ
ろ
く
づ
く
り
〜 

特集シリーズ③ 

こ 

都市交流でも大人気！ 
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ま
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の
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い
 

ま
ち
の
わ
だ
い
 

まちのわだい  まちのわだい  

わ だ い ④  

わ だ い ②  

わ だ い ①  

わ だ い ③  

　12月20日、若あゆ温泉で振り込め詐 
欺防止講座が行われました。「すぐに振 
り込まない」「家族に相談」がポイント。 

　新年を迎えるにあたり、舟形ほほえみ保育 
園で12月22日門松づくりが行われました。 
　今年も良い年でありますように・・・。 

　１月13日から14日にかけて沖縄交流会が 
行われ、会場となった舟形小学校では沖縄の 
伝統芸能「エイサー」が披露されました。 

　「光生園」で12月17日、夢屋杯パチンコ大 
会が開催。なかなか遠出することのできない利 
用者の方にも楽しんでもらいたいと企画。 

　１月９日、舟形ほほえみ保育園で老人クラブの 
みなさん約３０名と園児との水木団子飾り交流会 
が行われました。 

　昨年９月から舟形地区で自主的に行われて 
いる介護予防いきいき教室で、１月19日楽し 
く和やかな新年のお茶会が行われました。 

　原油高騰による諸物価の上昇を受け、町では12月中

旬に灯油購入費助成事業を実施し、町内で使用できる

商品券を低所得高齢者世帯などの対象者へ配付しました。 

　寒い冬も暖かく過ごしてもらおうと、各地区の民生

児童委員24名に依頼し、対象となるご家庭195世帯に

配付しました。 

　これから本格的な冬が訪れます。風邪など引かずに

元気でお過ごしください。 

無火災を祈願 

　12月28日、町長と高校生の語る会が行われ、

17名が熱い思いを奥山町長と語り合いました。 

　この日のテーマは「舟形町を良くするために、

私ができること」。高校生からは「農業と観光を

タイアップし舟形町の素晴らしさをＰＲしてみた

い。」などの積極的な意見が飛び交っていました。 

　この会は奥山町長のマニュフェストの一つ「青

少年や女性の意見を町政に反映する」の一環とし
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目指せ日本一 
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あなたの趣味のひとつにいかがですか。 
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　１月４日、町消防団の安全祈願祭が中央公民館

で行われ、今年１年間の無事故・無火災を祈願し

ました。 

　その後、舟形本町通りで行われた出初め式では

加藤団長・奥山町長のあいさつの後、各分団の代

表による祝賀放水が今年初めて行われ、式に華を

添えていました。 

　団員のみなさん、寒い中本当にお疲れさまでした。

今年も舟形町の安全安心のため、ご尽力の程よろ

しくお願いいたします。 



《町・県民税の申告が必要な方》 
　平成２１年１月１日現在、舟形町に住所がある方、または住所がなくても生活の根拠がある方で 

　　①勤務先で年末調整をしていない方 

　　②平成２０年の中途で退職した方 

　　③勤務先をかえた方で、前職分の所得を会社に報告してない方 

　　④２ヶ所以上から給与、報酬などを受けた方 

　　⑤給与以外の所得がある方 

　※給与所得のみの方で年末調整済の方は、町・県民税の申告は必要ありません。 

　　また、直接税務署に確定申告をされた方は、町・県民税も併せて申告したものと見なされます。 

　※収入のない方でも申告をしないと国民健康保険税の軽減措置や福祉施策などを受けられなくなる場合が

　　ありますので、注意してください。 

 

《確定申告が必要な方》 
　①事業所得（営業・農業・その他の事業所得）や不動産所得がある方で、昨年中の所得の合計額が 

　　基礎控除、その他の控除の合計額を超える方 

　②土地や建物の売却による所得がある方 

　③雑損控除や医療費控除を受けようとする方 

　④給与所得者で 

　　　　　　　　●平成２０年中の給与収入が2,000万円を越える方  

　　　　　　　　●給与を２カ所以上の事業所から受けている方 

　　　　　　　　●給与以外の所得が２０万円を越える方 

 

《申告の際に持参するもの》 
　①印鑑 

　②源泉徴収票などの収入のわかるもの 

　③営業、農業、その他の事業所得があった方は、帳簿書類、通帳など収入・支出のわかるもの 

　④雑損控除、医療費控除等を受ける方は、その支出のわかる領収書など 

　⑤生命保険料、地震保険料などの領収書・証明書 

　　※領収書などは集計して持参ください。 

相談日 町　内　名 時　間 会　場 

【 申告相談日程表 】 

堀内農村環境 
改善センター 
２Ｆ研修室 

生涯学習センター 
２Ｆ多目的 
集会室 

9:00～12:00

13:00～16:30

9:00～12:00

13:00～16:30

9:00～12:00

9:00～12:00

9:00～12:00

13:00～16:30

2/3 
（火） 

2/4 
（水） 

2/5 
（木） 

2/6 
（金） 

2/9 
（月） 

舟形1・舟形2・大平･小松 

舟形３・舟形４ 

太折・向山 

一の関・経壇原 

紫山・木友・鼠沢 

沖の原・西堀 

役場３F会議室 

役場３F会議室 

相談日 町　内　名 時　間 会　場 

9:00～12:00

9:00～12:00

9:00～12:00

9:00～16:00

13:00～16:30

13:00～16:30

2/10 
（火） 

2/12 
（木） 

2/13 
（金） 

2/16～3/16 (土・日除く) 

　　　確定申告 

申告の期限は３月16日です 
 不明な点は、舟形町役場町民課税務国保班へ遠慮なくご相談ください。�（32）２１１１（内線333･334） 

真木野・新堀・西又 

･松橋 

瀬脇・堀内 

実栗屋･洲崎・横山 

富田１･富田２ 

長者原･福寿野･馬形 

野･幅･長尾 

内山･長沢３ 

長沢１･長沢２ 

 

町県民税・所得税の申告がはじまります 町県民税・所得税の申告がはじまります 町県民税・所得税の申告がはじまります 

Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ 

Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ 

（平成20年12月31日現在データ） 

●出生　34人（前年49人） ●人口密度　55人/km2●消防団員 
　412人（前年417人） 

●世帯　3.4人/世帯 ●死亡　86人（前年88人） 

●婚姻　26組（前年20組） 

●65歳以上人口 
　2,049人（31.8％） 

●町の財政支出（一般会計） 
　38億9,418万円（Ｈ19決算） 

●小学校児童数　265人（前年282人） 
●中学校生徒数　173人（前年177人） 

●転入　131人（前年102人） 
●転出　175人（前年203人） 

●交通事故件数  人身31件 
　（死亡１名：負傷39名） 
　　　　　　（前年20件） 

●農業戸数　672戸 
　　　　　　　（前年690戸） ●火災　２件 ●経営耕地面積　1,773ha 

（農家台帳より） （農業共済細目書より） 

●下水道普及率　91.8％ 

（前年34億4,303万円） 

●町の歳入（一般会計） 
　39億9,828万円（Ｈ19決算） 

（前年35億3,380万円） 

●工業総出荷額 
　　　　51億6,253万円 

（Ｈ19.12末現在） 

●水道普及率　　99.5％ 

●救急車出場回数 
　141件（前年148件） 

●若あゆ温泉利用者数 
　　　　　155,964人 
　　 （前年156,637人） 

●人　口 
　6,437人　（前年6,529人） 
●世帯数 
　1,906世帯（前年1,900世帯） 
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第22回新春町民なわとび大会成績表 

「年金からの天引き」から 
　 「口座振替」へ変更可能に 

　長寿医療保険料・国民健康保険税のお支払方法を「年金天引き（特

別徴収）」から「口座振替（普通徴収）」に変更することが可能に

なりました。今回の改正では、滞納や収入などの制限はなくなり、

すべての方が対象です。変更を希望される方は町民課窓口で手続

きをお願いします（特別徴収のままでよい方は、手続きは不要。） 

　２月５日までお手続きいただくと、４月以降の年金天引きが中

止され、７月から口座振替でのお支払いとなります（いずれの場

合もお支払いただく保険料の総額は変わりません）。 

　税申告の際の「社会保険料控除」はお支払いする方が受けられ

ます（口座名義人）。 

　※　国民健康保険税の場合は、口座振替の他、納税組合を通じ

　　ての納入も可能です。 

【団体の部】 
◎小学生の部 
優　勝　富長ファイターズ（６）（富長小）111回 

準優勝　チームみんとぶ（長沢小）100回 

第３位　長沢バード（長沢小）76回 

◎一般女子の部 
優　勝　ミセスランニングー（舟形）39回 

準優勝　福寿野若妻会（福寿野）25回 

第３位　長者原若妻会（長者原）17回 

◎一般混成の部 
優　勝　富小６年保護者会　62回 

準優勝　長沢小６年保護者チーム　52回 

第３位　舟形郵便局　43回 

特別賞　長者原町内会　79回 

特別賞　富田消防団　70回 

 

【個人の部】 
◎小中学生男子の部 
優　勝　渡辺　雄大（長沢小６年） 

準優勝　渡邊　　涼（長沢小６年） 

第３位　斉藤　隼人（堀内小５年） 

◎小中学生女子の部 
優　勝　渡邉　祐未（長沢小６年） 

準優勝　�橋　瑞希（長沢小６年） 
第３位　早坂　奈津美（富長小６年） 

◎一般男子の部 
優　勝　森　　英利（富田） 

準優勝　阿部　順二（長沢小教諭） 

第３位　沼澤　正則（舟形） 

◎一般女子の部 
優　勝　山口　恵美（長沢小学校教諭） 

準優勝　伊藤　千賀子（舟形４） 

第３位　小國　友子（長者原） 

＜手続きの際の持ち物＞ 

　　○振替口座の預金通帳（新庄もがみ農協・きらやか銀行・荘内銀行・山形銀行・ゆうちょ銀行） 

　　○通帳のお届け印 

　　○長寿医療制度の保険証 

 
＜長寿医療保険料・国民健康保険税の納期は？＞ 

　　特別徴収・・４月、６月、８月、１０月、１２月、２月に年金天引き 

　　普通徴収・・７月、９月、１１月、１月、２月の末日（納付書もしくは口座振替） 

 
▼問い合わせ／舟形町役場町民課税務国保班　　�（３２）２１１１（内線３３４・３３５） 

第22回新春町民なわとび大会成績表 第22回新春町民なわとび大会成績表 

広報ふながた 21.1｜1011｜広報ふながた 21.1

 

舟形消防分署と 
大蔵消防分署が統合 
舟形消防分署と 
大蔵消防分署が統合 
舟形消防分署と 
大蔵消防分署が統合 

　　８署を６署に統合 
　最上地域の消防・救急は最上広域市町村圏事

務組合消防本部で行なっていますが、数年前か

ら現在の８市町村８署体制の統廃合について検

討を重ねてきました。 

　昨年１２月の広域議会全員協議会において、

舟形分署と大蔵分署、鮭川分署と北支署（真室

川町）をそれぞれ統合し、平成２２年度から６

署体制とすることが決まりました。 

　 

　　現在の出動態勢は　 
　現在の舟形分署には救急業務が配備されてい

ないため、救急車は町の西側を大蔵分署が管轄し、

町の東側は新庄市にある中央消防署が管轄する

体制となっています。 

　火災・その他の災害については、舟形分署が

主に出動し、同時に中央消防署や大蔵分署が出

動する体制となっています。 

 

　　舟形町と大蔵村をカバー 
　６署体制へ移行するため、老朽化の進む舟形

分署と大蔵分署を廃止し、平成２１年度に両町

村の中間に統合署を建設する計画が立てられて

います。 

　火災・救急・その他の災害出動については、

町民の皆様の安全を守り、安心して暮らせる町

をつくるため、最善の方法を模索していきます。 

 

▼問い合わせ／舟形町役場総務課総務班 

　�（３２）２１１１（内線２３１） 

※ 

̃̃ ̃̃ ̃̃ ̃̃ ̃
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広報ふながた 21.1｜1213｜広報ふながた 21.1

 

若あゆ温泉はみんなの憩いの場です。マナーを守ってご利用下さい。 
２月の若あゆ温泉の休館日は、12日（木）、25日（水）です。    

タバコは町内で買いましょう。 
11月のタバコ税は1,155,408円 

　コースケ君の妹は３歳です。
生意気です。甘えん坊です。
泣き虫です。すごくうるさい
です。妹とケンカをしたら「お
兄ちゃんなんだから」と怒ら
れます。でも、妹はたまーに、
ちょっと、かわいいです。 

　「風の香も南に近し最上川」
「閑さや岩にしみ入蝉の声」「五
月雨をあつめて早し最上川」など、
松尾芭蕉の代表作「おくのほそ
道」から俳句を選りすぐり、芭
蕉の旅をたどる。声にだすこと
ばえほんシリーズ。 

お
に
い
ち
ゃ
ん 

　
　
　
　
　 

　
後
藤
竜
二
／
著 

お
く
の
ほ
そ
道 

          

　  

　 

齋
藤
　
孝
／
著 

（
中
央
公
民
館
図
書
室
） 

新
刊
書
の
紹
介 

内
孫
の
年
の
初
め
に
生
れ
聞
く
童
謡
う
た
い
つ
ゝ
元
気
を
ね
が
う 

―
少
し
離
れ
て
く
ら
す
息
子
か
ら
の
電
話
で
の
知
ら
せ
に
― 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
　
藤
　
よ
し
子
（
舟
形
一
） 

風
雪
も
耐
へ
て
根
を
は
り
寺
庭
の
榎
の
裸
木
春
に
真
向
ふ 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
梅
　
津
　
ト
シ
子
（
舟
形
三
）

丘
ひ
と
つ
水
仙
咲
き
て
賑
は
へ
り
彼
方
に
凛
と
初
春
の
富
士 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
布
　
川
　
芙
美
子
（
横
　
浜
） 

家
族
ら
の
無
事
幸
ひ
を
ひ
た
に
祈
り
耀
く
初
日
に
掌
を
合
せ
を
り 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
星
　
川
　
和
　
子
（
西
　
堀
）

福
袋
売
り
つ
く
せ
り
の
声
聞
こ
ゆ
正
月
の
空
晴
れ
て
賑
は
ふ 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
景
　
雄
（
沖
の
原
）

丑
年
は
わ
が
干
支
な
れ
ば
ゆ
っ
た
り
と
心
大
き
く
生
き
た
く
思
ふ 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
和
　
子
（
舟
形
二
）

偽
も
変
も
覆
ひ
隠
す
べ
く
暮
れ
の
雪
醜
き
色
の
タ
ス
キ
断
つ
が
に 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
和
　
夫
（
西
　
堀
）

年
末
の
デ
パ
ー
ト
商
戦
賑
わ
い
て
商
店
街
も
活
気
あ
ふ
れ
る 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
渡
　
部
　
捷
　
一
（
光
生
園
） 

雪
の
な
い
田
畑
を
眺
め
呆
ん
や
り
と
暇
も
て
余
す
祖
父
母
い
と
お
し 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
阿
　
部
　
幸
　
子
（
光
生
園
） 

【
千
風
会
「
空
」「
松
竹
梅
」
】 

門
松
は
祖
先
が
育
て
幾
年
か
初
日
い
た
ゞ
き
わ
れ
ら
を
護
る 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
大
　
場
　
喜
代
子
（
長
沢
一
） 

竹
林
の
群
生
な
し
そ
び
ゆ
雪
化
粧
日
の
出
迎
へ
お
ご
そ
か
に
揺
れ
む 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
畠
　
山
　
ひ
ろ
み
（
木
　
友
） 

紅
梅
の
つ
ぼ
み
は
ほ
こ
ろ
び
お
年
玉
に
キ
ッ
ス
の
幼
の
く
ち
び
る
の
よ
う 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
高
　
山
　
明
　
子
（
仙
台
市
） 

お
年
玉
の
礼
に
と
似
顔
絵
書
き
く
れ
し
吾
子
の
笑
顔
は
わ
が
お
年
玉 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
吉
　
田
　
智
　
子
（
宮
古
市
） 

竿
た
わ
み
鉤
つ
く
ろ
ひ
つ
雁
渡
る
風
に
坑
ひ
雲
間
雄
々
し
く 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
景
　
山
　
晃
　
佑
（
仙
台
市
） 

鹿
児
島
の
海
は
偉
大
神
秘
な
夕
陽
人
間
は
こ
の
宇
宙
ま
も
り
ゆ
か
ね
ば 

（
鹿
児
島
旅
行
よ
り
） 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
大
　
場
　
秀
　
子
（
長
沢
一
） 

去
年
今
年
ま
さ
き
く
あ
ら
ば
い
と
め
で
し
の
ぼ
る
日
輪
仰
ぐ
子
孫
ら
の
未
来
ひ
ら
く 

ま
さ
き
く
あ
ら
ば
＝
平
音
無
事
健
康
で
あ
る
な
ら
ば
、
あ
る
か
ら 

い
と
め
で
し
＝
と
て
も
、
非
常
に
め
で
た
い
の
意 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
沼
　
澤
　
千
鶴
子
（
鶴
陽
）（
舟
形
四
） 

  

鮎
の
香
や
波
優
し
だ
つ
小
国
川 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
　
川
　
玲
　
子
（
埼
　
玉
） 

ふ
る
さ
と
や
賀
状
に
添
ふ
る
歌
ひ
と
つ 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
伊
　
藤
　
良
　
文
（
舟
形
四
） 

孫
と
娘
へ
囲
ま
れ
か
わ
す
屠
蘇
の
膳 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
孝
　
子
（
舟
形
二
） 

  

よ
く
も
ま
あ
見
事
に
老
ひ
し
初
鏡 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
星
　
川
　
政
　
子
（
舟
形
三
）

鳥
の
餌
に
な
り
た
る
運
命
木
守
柿 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
斉
　
藤
　
若
　
子
（
内
　
山
） 

し
あ
は
せ
の
線
は
ど
こ
か
ら
冬
日
和 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
岸
　
　
　
良
　
子
（
長
沢
三
） 

雪
催
ひ
ほ
ほ
打
つ
風
の
痛
さ
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
大
　
場
　
小
夜
子
（
内
　
山
） 

煤
払
ふ
居
間
の
柱
に
背
の
し
る
し 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
井
　
上
　
順
　
子
（
　
野
　
） 

思
は
づ
に
た
め
息
こ
ぼ
す
柚
の
風
呂 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
高
　
橋
　
ふ
き
子
（
長
沢
三
） 

竹
林
の
ひ
か
り
増
し
た
る
小
春
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
柏
　
木
　
伸
　
子
（
長
沢
三
） 

冬
至
に
は
稀
な
る
空
の
青
さ
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
昭
　
子
（
長
沢
一
） 

み
ぞ
れ
雨
腕
を
競
い
し
夢
屋
杯 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
笹
　
原
　
　
　
清
（
光
生
園
） 

漬
物
は
祖
父
母
が
つ
け
た
干
大
根 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
後
　
藤
　
ふ
　
み
（
光
生
園
） 

温
海
カ
ブ
た
ん
せ
い
込
め
た
祖
母
の
味 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
原
　
田
　
正
　
昭
（
光
生
園
） 

大
晦
日
赤
か
て
白
か
て
歌
合
戦 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
鈴
　
木
　
健
　
一
（
光
生
園
） 

唄
好
き
な
我
が
友
逝
き
し
年
の
暮 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
永
　
沢
　
幸
　
男
（
光
生
園
） 

新
米
を
食
べ
て
ふ
る
里
懐
し
む 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
八
　
鍬
　
真
貴
子
（
光
生
園
） 

お
か
げ
さ
ま
感
謝
を
こ
め
て
煤
払
ふ 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
智
　
一
（
光
生
園
） 

歳
の
瀬
や
無
事
に
そ
ろ
っ
て
囲
む
鍋 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
秋
　
保
　
宏
　
子
（
光
生
園
） 

派
遣
族
人
の
情
け
の
師
走
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
井
　
上
　
昌
　
子
（
光
生
園
） 

小
春
日
や
噴
煙
の
ぼ
る
桜
島 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
古
　
澤
　
吉
　
彦
（
光
生
園
） 

冬
至
過
ぎ
降
り
交
う
雪
の
香
る
朝 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
庄
　
司
　
里
　
美
（
光
生
園
） 

帰
省
す
る
我
が
子
待
つ
身
や
積
も
る
雪 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
阿
　
部
　
　
　
公
（
光
生
園
） 

華
や
か
に
杜
の
ホ
ワ
イ
ト
ク
リ
ス
マ
ス 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
�
　
橋
　
信
　
子
（
長
沢
三
） 

い
か
づ
ち
の
窓
の
冬
芽
の
身
ぶ
る
い
し 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
中
　
川
　
恵
美
子
（
木
　
友
） 

ラ
ン
ド
セ
ル
孫
に
届
き
し
玉
の
春 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
吉
　
田
　
明
　
美
（
舟
形
三
） 

榾
焚
の
い
ろ
り
囲
み
し
頬
か
む
り 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
真
　
見
　
七
　
生
（
舟
形
四
） 

里
帰
り
ホ
ー
ム
に
下
り
し
北
颪 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
小
　
野
　
美
知
子
（
舟
形
四
） 

冬
至
日
の
病
廊
急
ぐ
配
膳
車 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
若
　
山
　
節
　
子
（
舟
形
四
） 

      

▼
期
日
／
２
月
15
日
（
日
）
午

前
９
時 

〜 

▼
会
場
／
舟
形
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
体
育
館 

▼
部
門
／
シ
ン
グ
ル
ス
（
男
女

別
）・
ふ
れ
あ
い
ダ
ブ
ル
ス
（
組

み
合
わ
せ
は
当
日
） 

▼
参
加
資
格
／
舟
形
町
内
に
お

住
ま
い
の
方
（
40
歳
以
上
）
・

そ
の
他
協
会
が
認
め
た
方 

▼
参
加
料
／
５
０
０
円
（
ス
ポ

ー
ツ
傷
害
保
険
料
等
） 

▼
〆
切
／
２
月
６
日
（
金
）
午

後
５
時
ま
で 

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／ 

舟
形
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
32
）３
５
０
１ 

Ｆ
Ａ
Ｘ（
32
）２
７
５
１ 

第
12
回
舟
形
町 

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
大
会 

▼目的／除雪サービス事業により高齢者世帯等の冬期間

　の生活支援を行います。 

▼対象者／所得税非課税かつ自力または親族等の協力を

　得られない世帯で次のいずれかに該当する世帯。 

　　①65歳以上の一人暮らし世帯 

　　②65歳以上の高齢者のみの世帯 

　　③身障者のみの世帯 

▼対象者の負担金／ありません。 

▼援助者への助成額／玄関前の除雪（500円）、屋根の

　雪下ろし（8,000円）を助成します。対象者が依頼す

　る除雪援助者にこの額が支払われます。 

▼活動費支給日／作業実施の翌月10日に支払います。 

▼除雪の範囲／屋根の雪下ろし、窓まわり、玄関前、　

　裏口など 

▼申込み・問い合わせ／お近くの民生児童委員または 

　舟形町社会福祉協議会　ＴＥＬ（３２）２７３３ 

▼日時／２月11日（水祝日） 

　　　　午前９時30分 開会行事 

▼場所／舟形町中央公民館 

▼内容／囲碁（Ａ・Ｂ・Ｃの３クラス別） 

　　　　将棋（Ａ・Ｂの２クラス別） 

▼参加費／１,000円（昼食代を含む） 

▼〆切／１月30日（金） 

▼申込み･問い合わせ／舟形町中央公民館 

　　　　　　　　　　  �（３２）２２４６ 

低所得高齢者除雪サービス 舟形町囲碁・将棋大会 

　“レジ袋を作るとき”や“ごみとして処分するとき”には大量の

原油や費用を使います。資源の節約および地球環境保全を目的に、

尾花沢市内のスーパーにおいてもレジ袋の有料化が２月２日（月）

から実施されます。 

　レジ袋の有料化によりマイバックの使用を推進し、レジ袋の使用

削減やごみの減量を進めます。マイバック生活で“家計にやさしく”

“地球にやさしい”エコライフを実践しましょう。 

　尾花沢市内で無料配布を中止するスーパーは… 

　○ヤマザワ尾花沢店 

　○マックスバリュ尾花沢店 

　○おーばん尾花沢店 

　○野川食肉センター北村山店 

　※町内での買い物の際もマイバッグを持つ 
　　ように心掛けましょう。 

マイバック持参運動広がる マイバック持参運動広がる 
～尾花沢市でもレジ袋無料配布中止～ 

2月2日から 

家
庭
可
燃
ご
み
の
減
量
化
と
資
源
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
下
さ
い
。 

舟
形
文
芸
ひ
ろ
ば
 

短
歌
 

俳
句
 

あなたの声をお寄せ下さい 

まちづくり課 統括班 
� 32ー2111（内線322） 

　まちの話題、疑問、質問、

提言・意見のほか、会員募

集やリサイクル情報（譲り

たい、譲ってほしい）、イ

ラストなど何でも結構です。

　町広報紙にできるだけ紹

介していきたいと思います。 

う
　
た 

う
し 

う
か
ら 

に
ぎ 

り
ん 

か
が
や 

ま 

い
く
と
せ 

あ
が
な 

む
　
れ 

ほ
　
し 

ゆ
う
ひ 

ひ 

と 

こ 

ぞ 

こ
と
し 

ひ 

こ 

と 

そ 

み
ち 

こ 

２月の納期 

◆国民健康保険税 
◆介護保険料 
◆後期高齢者医療保険料 

忘れずに納税しましょう。 

３月２日（月）まで 

お
知
ら
せ 

（
中
央
公
民
館
図
書
室
） 

広報ふながた 21.1｜1213｜広報ふながた 21.1

 

若あゆ温泉はみんなの憩いの場です。マナーを守ってご利用下さい。 
２月の若あゆ温泉の休館日は、12日（木）、25日（水）です。    

タバコは町内で買いましょう。 
11月のタバコ税は1,155,408円 

　コースケ君の妹は３歳です。
生意気です。甘えん坊です。
泣き虫です。すごくうるさい
です。妹とケンカをしたら「お
兄ちゃんなんだから」と怒ら
れます。でも、妹はたまーに、
ちょっと、かわいいです。 

　「風の香も南に近し最上川」
「閑さや岩にしみ入蝉の声」「五
月雨をあつめて早し最上川」など、
松尾芭蕉の代表作「おくのほそ
道」から俳句を選りすぐり、芭
蕉の旅をたどる。声にだすこと
ばえほんシリーズ。 

お
に
い
ち
ゃ
ん 

　
　
　
　
　 

　
後
藤
竜
二
／
著 

お
く
の
ほ
そ
道 

          

　  

　 

齋
藤
　
孝
／
著 

（
中
央
公
民
館
図
書
室
） 

新
刊
書
の
紹
介 

内
孫
の
年
の
初
め
に
生
れ
聞
く
童
謡
う
た
い
つ
ゝ
元
気
を
ね
が
う 

―
少
し
離
れ
て
く
ら
す
息
子
か
ら
の
電
話
で
の
知
ら
せ
に
― 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
　
藤
　
よ
し
子
（
舟
形
一
） 

風
雪
も
耐
へ
て
根
を
は
り
寺
庭
の
榎
の
裸
木
春
に
真
向
ふ 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
梅
　
津
　
ト
シ
子
（
舟
形
三
）

丘
ひ
と
つ
水
仙
咲
き
て
賑
は
へ
り
彼
方
に
凛
と
初
春
の
富
士 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
布
　
川
　
芙
美
子
（
横
　
浜
） 

家
族
ら
の
無
事
幸
ひ
を
ひ
た
に
祈
り
耀
く
初
日
に
掌
を
合
せ
を
り 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
星
　
川
　
和
　
子
（
西
　
堀
）

福
袋
売
り
つ
く
せ
り
の
声
聞
こ
ゆ
正
月
の
空
晴
れ
て
賑
は
ふ 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
景
　
雄
（
沖
の
原
）

丑
年
は
わ
が
干
支
な
れ
ば
ゆ
っ
た
り
と
心
大
き
く
生
き
た
く
思
ふ 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
和
　
子
（
舟
形
二
）

偽
も
変
も
覆
ひ
隠
す
べ
く
暮
れ
の
雪
醜
き
色
の
タ
ス
キ
断
つ
が
に 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
和
　
夫
（
西
　
堀
）

年
末
の
デ
パ
ー
ト
商
戦
賑
わ
い
て
商
店
街
も
活
気
あ
ふ
れ
る 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
渡
　
部
　
捷
　
一
（
光
生
園
） 

雪
の
な
い
田
畑
を
眺
め
呆
ん
や
り
と
暇
も
て
余
す
祖
父
母
い
と
お
し 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
阿
　
部
　
幸
　
子
（
光
生
園
） 

【
千
風
会
「
空
」「
松
竹
梅
」
】 

門
松
は
祖
先
が
育
て
幾
年
か
初
日
い
た
ゞ
き
わ
れ
ら
を
護
る 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
大
　
場
　
喜
代
子
（
長
沢
一
） 

竹
林
の
群
生
な
し
そ
び
ゆ
雪
化
粧
日
の
出
迎
へ
お
ご
そ
か
に
揺
れ
む 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
畠
　
山
　
ひ
ろ
み
（
木
　
友
） 

紅
梅
の
つ
ぼ
み
は
ほ
こ
ろ
び
お
年
玉
に
キ
ッ
ス
の
幼
の
く
ち
び
る
の
よ
う 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
高
　
山
　
明
　
子
（
仙
台
市
） 

お
年
玉
の
礼
に
と
似
顔
絵
書
き
く
れ
し
吾
子
の
笑
顔
は
わ
が
お
年
玉 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
吉
　
田
　
智
　
子
（
宮
古
市
） 

竿
た
わ
み
鉤
つ
く
ろ
ひ
つ
雁
渡
る
風
に
坑
ひ
雲
間
雄
々
し
く 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
景
　
山
　
晃
　
佑
（
仙
台
市
） 

鹿
児
島
の
海
は
偉
大
神
秘
な
夕
陽
人
間
は
こ
の
宇
宙
ま
も
り
ゆ
か
ね
ば 

（
鹿
児
島
旅
行
よ
り
） 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
大
　
場
　
秀
　
子
（
長
沢
一
） 

去
年
今
年
ま
さ
き
く
あ
ら
ば
い
と
め
で
し
の
ぼ
る
日
輪
仰
ぐ
子
孫
ら
の
未
来
ひ
ら
く 

ま
さ
き
く
あ
ら
ば
＝
平
音
無
事
健
康
で
あ
る
な
ら
ば
、
あ
る
か
ら 

い
と
め
で
し
＝
と
て
も
、
非
常
に
め
で
た
い
の
意 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
沼
　
澤
　
千
鶴
子
（
鶴
陽
）（
舟
形
四
） 

  

鮎
の
香
や
波
優
し
だ
つ
小
国
川 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
　
川
　
玲
　
子
（
埼
　
玉
） 

ふ
る
さ
と
や
賀
状
に
添
ふ
る
歌
ひ
と
つ 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
伊
　
藤
　
良
　
文
（
舟
形
四
） 

孫
と
娘
へ
囲
ま
れ
か
わ
す
屠
蘇
の
膳 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
孝
　
子
（
舟
形
二
） 

  

よ
く
も
ま
あ
見
事
に
老
ひ
し
初
鏡 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
星
　
川
　
政
　
子
（
舟
形
三
）

鳥
の
餌
に
な
り
た
る
運
命
木
守
柿 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
斉
　
藤
　
若
　
子
（
内
　
山
） 

し
あ
は
せ
の
線
は
ど
こ
か
ら
冬
日
和 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
岸
　
　
　
良
　
子
（
長
沢
三
） 

雪
催
ひ
ほ
ほ
打
つ
風
の
痛
さ
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
大
　
場
　
小
夜
子
（
内
　
山
） 

煤
払
ふ
居
間
の
柱
に
背
の
し
る
し 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
井
　
上
　
順
　
子
（
　
野
　
） 

思
は
づ
に
た
め
息
こ
ぼ
す
柚
の
風
呂 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
高
　
橋
　
ふ
き
子
（
長
沢
三
） 

竹
林
の
ひ
か
り
増
し
た
る
小
春
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
柏
　
木
　
伸
　
子
（
長
沢
三
） 

冬
至
に
は
稀
な
る
空
の
青
さ
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
昭
　
子
（
長
沢
一
） 

み
ぞ
れ
雨
腕
を
競
い
し
夢
屋
杯 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
笹
　
原
　
　
　
清
（
光
生
園
） 

漬
物
は
祖
父
母
が
つ
け
た
干
大
根 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
後
　
藤
　
ふ
　
み
（
光
生
園
） 

温
海
カ
ブ
た
ん
せ
い
込
め
た
祖
母
の
味 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
原
　
田
　
正
　
昭
（
光
生
園
） 

大
晦
日
赤
か
て
白
か
て
歌
合
戦 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
鈴
　
木
　
健
　
一
（
光
生
園
） 

唄
好
き
な
我
が
友
逝
き
し
年
の
暮 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
永
　
沢
　
幸
　
男
（
光
生
園
） 

新
米
を
食
べ
て
ふ
る
里
懐
し
む 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
八
　
鍬
　
真
貴
子
（
光
生
園
） 

お
か
げ
さ
ま
感
謝
を
こ
め
て
煤
払
ふ 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
智
　
一
（
光
生
園
） 

歳
の
瀬
や
無
事
に
そ
ろ
っ
て
囲
む
鍋 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
秋
　
保
　
宏
　
子
（
光
生
園
） 

派
遣
族
人
の
情
け
の
師
走
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
井
　
上
　
昌
　
子
（
光
生
園
） 

小
春
日
や
噴
煙
の
ぼ
る
桜
島 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
古
　
澤
　
吉
　
彦
（
光
生
園
） 

冬
至
過
ぎ
降
り
交
う
雪
の
香
る
朝 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
庄
　
司
　
里
　
美
（
光
生
園
） 

帰
省
す
る
我
が
子
待
つ
身
や
積
も
る
雪 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
阿
　
部
　
　
　
公
（
光
生
園
） 

華
や
か
に
杜
の
ホ
ワ
イ
ト
ク
リ
ス
マ
ス 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
�
　
橋
　
信
　
子
（
長
沢
三
） 

い
か
づ
ち
の
窓
の
冬
芽
の
身
ぶ
る
い
し 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
中
　
川
　
恵
美
子
（
木
　
友
） 

ラ
ン
ド
セ
ル
孫
に
届
き
し
玉
の
春 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
吉
　
田
　
明
　
美
（
舟
形
三
） 

榾
焚
の
い
ろ
り
囲
み
し
頬
か
む
り 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
真
　
見
　
七
　
生
（
舟
形
四
） 

里
帰
り
ホ
ー
ム
に
下
り
し
北
颪 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
小
　
野
　
美
知
子
（
舟
形
四
） 

冬
至
日
の
病
廊
急
ぐ
配
膳
車 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
若
　
山
　
節
　
子
（
舟
形
四
） 

      

▼
期
日
／
２
月
15
日
（
日
）
午

前
９
時 

〜 

▼
会
場
／
舟
形
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
体
育
館 

▼
部
門
／
シ
ン
グ
ル
ス
（
男
女

別
）・
ふ
れ
あ
い
ダ
ブ
ル
ス
（
組

み
合
わ
せ
は
当
日
） 

▼
参
加
資
格
／
舟
形
町
内
に
お

住
ま
い
の
方
（
40
歳
以
上
）
・

そ
の
他
協
会
が
認
め
た
方 

▼
参
加
料
／
５
０
０
円
（
ス
ポ

ー
ツ
傷
害
保
険
料
等
） 

▼
〆
切
／
２
月
６
日
（
金
）
午

後
５
時
ま
で 

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／ 

舟
形
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
32
）３
５
０
１ 

Ｆ
Ａ
Ｘ（
32
）２
７
５
１ 

第
12
回
舟
形
町 

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
大
会 

▼目的／除雪サービス事業により高齢者世帯等の冬期間

　の生活支援を行います。 

▼対象者／所得税非課税かつ自力または親族等の協力を

　得られない世帯で次のいずれかに該当する世帯。 

　　①65歳以上の一人暮らし世帯 

　　②65歳以上の高齢者のみの世帯 

　　③身障者のみの世帯 

▼対象者の負担金／ありません。 

▼援助者への助成額／玄関前の除雪（500円）、屋根の

　雪下ろし（8,000円）を助成します。対象者が依頼す

　る除雪援助者にこの額が支払われます。 

▼活動費支給日／作業実施の翌月10日に支払います。 

▼除雪の範囲／屋根の雪下ろし、窓まわり、玄関前、　

　裏口など 

▼申込み・問い合わせ／お近くの民生児童委員または 

　舟形町社会福祉協議会　ＴＥＬ（３２）２７３３ 

▼日時／２月11日（水祝日） 

　　　　午前９時30分 開会行事 

▼場所／舟形町中央公民館 

▼内容／囲碁（Ａ・Ｂ・Ｃの３クラス別） 

　　　　将棋（Ａ・Ｂの２クラス別） 

▼参加費／１,000円（昼食代を含む） 

▼〆切／１月30日（金） 

▼申込み･問い合わせ／舟形町中央公民館 

　　　　　　　　　　  �（３２）２２４６ 

低所得高齢者除雪サービス 舟形町囲碁・将棋大会 

　“レジ袋を作るとき”や“ごみとして処分するとき”には大量の

原油や費用を使います。資源の節約および地球環境保全を目的に、

尾花沢市内のスーパーにおいてもレジ袋の有料化が２月２日（月）

から実施されます。 

　レジ袋の有料化によりマイバックの使用を推進し、レジ袋の使用

削減やごみの減量を進めます。マイバック生活で“家計にやさしく”

“地球にやさしい”エコライフを実践しましょう。 

　尾花沢市内で無料配布を中止するスーパーは… 

　○ヤマザワ尾花沢店 

　○マックスバリュ尾花沢店 

　○おーばん尾花沢店 

　○野川食肉センター北村山店 

　※町内での買い物の際もマイバッグを持つ 
　　ように心掛けましょう。 

マイバック持参運動広がる マイバック持参運動広がる 
～尾花沢市でもレジ袋無料配布中止～ 

2月2日から 

家
庭
可
燃
ご
み
の
減
量
化
と
資
源
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
下
さ
い
。 

舟
形
文
芸
ひ
ろ
ば
 

短
歌
 

俳
句
 

あなたの声をお寄せ下さい 

まちづくり課 統括班 
� 32ー2111（内線322） 

　まちの話題、疑問、質問、

提言・意見のほか、会員募

集やリサイクル情報（譲り

たい、譲ってほしい）、イ

ラストなど何でも結構です。

　町広報紙にできるだけ紹

介していきたいと思います。 

う
　
た 

う
し 

う
か
ら 

に
ぎ 

り
ん 

か
が
や 

ま 

い
く
と
せ 

あ
が
な 

む
　
れ 

ほ
　
し 

ゆ
う
ひ 

ひ 

と 

こ 

ぞ 

こ
と
し 

ひ 

こ 

と 

そ 

み
ち 

こ 

２月の納期 

◆国民健康保険税 
◆介護保険料 
◆後期高齢者医療保険料 

忘れずに納税しましょう。 

３月２日（月）まで 

お
知
ら
せ 



町
営
バ
ス
は
ど
こ
ま
で
乗
っ
て
も
一
律
２
０
０
円
で
す
。
  

 

              

　
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
松
井
雪
華
で
す
。

な
か
な
か
雪
が
降
ら
な
く
て
、
今
年
の
冬
は
ぜ

ん
ぜ
ん
降
ら
な
か
っ
た
り
し
て
、
な
ん
て
思
っ

て
い
た
矢
先
、
12
月
に
２
月
並
み
の
吹
雪
。
寒

さ
に
弱
い
私
と
し
て
は
、
厳
し
い
冬
の
到
来
で

す
。 

　
さ
て
、
み
な
さ
ん
は
冬
の
間
の
楽
し
み
は
あ

り
ま
す
か
？
私
は
子
ど
も
の
頃
ア
ル
ペ
ン
ス
キ

ー
が
大
好
き
で
家
族
全
員
で
ス
キ
ー
場
に
通
っ

て
い
ま
し
た
。
毎
週
の
よ
う
に
両
親
と
兄
２
人

で
朝
４
時
に
起
き
て
は
、
蔵
王
や
花
笠
高
原
、

ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ャ
ン
グ
ル
や
ジ
ュ
ネ
ス
栗
駒
な

ど
、
様
々
な
ス
キ
ー
場
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。

蔵
王
に
行
っ
た
と
き
は
、
ゴ
ン
ド
ラ
で
頂
上
ま

で
行
っ
て
お
釜
を
見
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

景
色
が
と
て
も
き
れ
い
で
、
樹
氷
の
間
を
野
生

の
カ
モ
シ
カ
が
歩
い
て
い
る
の
を
見
て
感
動
し

た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
朝
か
ら
晩
ま
で
何

度
も
何
度
も
滑
り
、
疲
れ
る
な
ん
て
言
葉
は
知

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
帰
り
た
く
な
く
て
両
親
が

困
り
果
て
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。 

　
高
校
生
に
な
っ
て
か
ら
全
く
行
か
な
く
な
っ

た
ま
ま
、
一
度
も
ス
キ
ー
板
を
見
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。
今
頃
サ
ビ
つ
い
て
大
変
な
こ
と
に

な
っ
て
い
る
か
も
…
。
も
う
一
度
挑
戦
し
て
み

た
い
と
思
う
の
で
す
が
、
な
か
な
か
あ
と
一
歩

が
踏
み
出
せ
ず
に
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
ス
キ
ー

で
は
な
く
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
に
も
挑
戦
し
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
冬
っ
て
寒
い
し
、
滑
る
し
、
雪
が
降
る
し
、

一
番
嫌
い
な
ん
で
す
。
で
も
考
え
て
み
る
と
、

嫌
に
な
っ
た
の
は
冬
の
趣
味
を
持
た
な
く
な
っ

て
か
ら
だ
な
あ
と
思
い
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
で
も
遅
く
な
い
の
で
、
冬
の
ス
ポ

ー
ツ
を
も
う
一
度
し
て
み
よ
う
か
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
冬
の
楽
し
み
を
作
っ
て
み

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
ま
だ
ま
だ
今
か
ら
冬
は

続
き
ま
す
が
、
家
の
中
に
こ
も
っ
て
い
る
だ
け

で
な
く
、
外
に
出
て
風
邪
を
引
か
な
い
強
い
体

を
作
り
ま
し
ょ
う
。 

　
そ
し
て
、
お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
に
冬
の
楽

し
み
方
や
遊
び
を
教
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
ね
。 

総務課　No.286
12月２日～１月１日届出分 

□おくやみ申し上げます （世帯主） ◆ 

男 

女 

計 

世帯 

人口と世帯 

：3,154人 

：3,283人 

：6,437人 

：1,906世帯 

（－４） 

（＋２） 

（－２） 

（＋３） 

 （  ）は 
前月比 

（現在） 

選挙人名簿登録者数 

男性　2,564人 
女性　2,767人 計5,331人 

(12／２現在） 

○掲載を希望しない方は、届け出の 

　際にお申し出下さい。 

12
31

 

舟形１ 

富田２ 

紫　山 

藤本　莉奈 

加藤　登生 

八鍬　美穂 

（ 　 　 ） 

（ 　 　 ） 

（ 　 　 ） 

りな 

とおい 

みほ 

浩　次 
真　希 

陽　介 
由香利 

良　則 
和　泉 

□お誕生おめでとう ◆ 

木　友 

舟形４ 

内　山 

長沢２ 

内　山 

洲　崎 

紫　山 

舟形２ 

富田１ 

太　折 

野 

木　友 

紫　山 

93（本　人） 

82（秀　雄） 

83（憲　男） 

85（博　子） 

99（勇　吉） 

93（弘　明） 

96（　哲　） 

26（英　敬） 

82（春　彦） 

72（茂　実） 

76（　正　） 

87（三　郎） 

88（大　助） 

佐々木ツネヨ 

二藤部俊一 

伊藤　　榮 

叶内伊勢治 

伊藤　トク 

阿部ミチノ 

渡辺　與助 

豊田　和彦 

義�　　元 
佐藤　達藏 

矢野スヱ子 

斎藤　　啓 

庄司タマコ 

 

＜作り方＞ 
　①豆腐は水気をきる。玉ねぎと人参はみじん切りにしてサラダ油で炒める。 
　②きくらげはもどし、しいたけと同様に切る。 
　③ボウルに鶏ひき肉、塩、こしょうを入れて粘り気がでるまでよく混ぜる。 
　　①とパン粉を加えてよく混ぜ、８等分し小判型にまとめ小麦粉を軽くふる。 
　④フライパンにサラダ油を熱し、③を両面きつね色焼き、帯状に切ったチー 
　　ズをのせて火を止める。 
　⑤鍋に、Ａを沸かして②を加え、Ｂで調味し、水溶き片栗粉でとろみをつけ 
　　る。器に盛った、④にかけて完成。 

▼問い合わせ／舟形町役場町民課健康班　�（32）2111 （内線351） 

具
だ
く
さ
ん
豆
腐
バ
ー
グ
の 

甘
酢
あ
ん
か
け 

おいしく
 

食べて 

健康に 

＜材料（４人分）＞  
　　木綿豆腐 
　　にんじん 
　　鶏ひき肉 
　　こしょう 
　　サラダ油 
　　小麦粉 
　　玉ねぎ 
　　サラダ油 
　　塩 
　　パン粉 

 
‥‥‥‥‥‥‥200ｇ 
‥‥‥‥‥‥‥１/２本 
‥‥‥‥‥‥‥200ｇ 
‥‥‥‥‥‥‥‥少々 
‥‥‥‥‥大さじ１/２ 
‥‥‥‥大さじ１と１/２ 
‥‥‥‥‥‥‥‥１/２個 
‥‥‥‥小さじ１/２ 

‥‥‥‥‥‥‥‥小さじ１/４ 
‥‥‥‥‥‥‥大さじ２ 

 
スライスチーズ 
乾燥きくらげ 
生しいたけ 
鶏がらスープの素 
水 
砂糖 
しょう油 
ケチャップ 
酢 
片栗粉 
 

 
‥‥‥‥２枚 
‥‥‥‥‥１ｇ 
‥‥‥‥‥‥３枚 
‥‥小さじ１ 

‥‥‥‥‥‥‥‥１カップ 
‥‥‥‥‥‥‥小さじ１ 
‥‥‥‥‥大さじ１ 
‥‥‥‥小さじ２ 

‥‥‥‥‥‥‥‥小さじ２ 
‥‥‥‥‥‥‥小さじ２ 

「これはオススメ！」という我が家の自慢料理をこのコーナーで紹介してみませんか？ 

通信通信  通信  

◆スポーツは‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 

◆現在の職業は？‥‥‥‥‥‥‥ 

 

 

◆将来の夢は‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 

 

◆欲しいものは？‥‥‥‥‥‥‥ 

◆最近楽しかったことは？‥‥‥ 

◆舟形町の良いところは？‥‥‥ 

◆舟形町の悪いところは？‥‥‥ 

高校では陸上の高跳びをしていました。 

現在は製造業に従事しています。不良品 

を出さないよう手先には十分に注意する 

よう心掛けています。 

地元の友達といつまでも変わらず付き合 

っていきたいです。 

友人と遊ぶ時間 

正月に友人と一緒に飲んだこと 

のどかなところ 

雪が多いところ 

森　　友樹（21歳） 

1人分人分219kcal1人分219kcal

＜違法駐車は身勝手な理由から＞ 
　・少しの間だから 

　・他の車も駐車しているから 

　・近くに駐車場がないから 

　・駐車場に入れるのが面倒だから 

　　そういった身勝手な理由は回りのみんなの迷惑になります。 

 
＜青空駐車の追放＞ 

　　道路を車庫や駐車場代わりにしている場合には、単なる駐車違反よりもっと重い罰 

　則（保管場所法違反）が適用になります。 

 
＜走りやすい道路環境と街づくりのために＞ 

　　道路は皆さんが安全に通行する場所です。「少しくらいの時間なら」という安易な 

　考えで行われる駐車違反は許されません。駐車禁止の道路では、必ず駐車場等を利用 

　して、安全で走りやすい道路環境と街づくりに努めましょう。 

Ａ 

Ｂ 

Vol.99Vol.99

日胡 
にこ 

camera
  angle

camera
  angle

今年成人式を迎えました 今年成人式を迎えました！ 

広報ふながた 21.1｜1415｜広報ふながた 21.1

（
舟
形
町
） 
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年
末
年
始
期
間
中
の
ド
カ
雪
。

ま
た
、
１
月
中
旬
に
も
ま
と
ま
っ

た
雪
が
降
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

２
月
に
か
け
、
さ
ら
に
降
雪
が
続

く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。 

　
高
齢
者
世
帯
に
と
っ
て
除
雪
は

非
常
に
重
労
働
で
す
。
親
戚
や
ご

近
所
な
ど
地
域
み
ん
な
で
高
齢
者

の
安
全
を
守
っ
て
い
っ
て
欲
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。 

　
「
自
分
に
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら

ち
ょ
っ
と
ず
つ
」
を
合
言
葉
に 

Ｌ
ｅ
ｔ
‘ｓ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す

ね
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ゆ
） 

あとがき 
postscript

　
１
月
７
日
、
７
種
の
菜
を
食
べ
て
邪
気
を
避
け
よ
う
と

す
る
古
く
か
ら
の
風
習
「
七
草
」
の
こ
の
日
、
舟
形
八
幡

神
社
で
伝
統
行
事
御
柴
灯
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
一
年

の
家
内
安
全
、
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
、
古
く
な
っ
た
御
札

や
破
魔
矢
な
ど
を
燃
や
し
て
身
払
い
を
行
う
こ
の
行
事
は

毎
年
行
わ
れ
る
恒
例
行
事
。 

　「
こ
う
い
っ
た
伝
統
を
疎
か
に
し
て
は
日
本
の
文
化
は
無

く
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
く
た
め
に
、

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い

る
。」
八
幡
神
社
氏
子
の
真
見
重
夫
さ
ん
は
語
り
ま
す
。 

　
以
前
は
子
供
会
が
中
心
と
な
り
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、

い
つ
し
か
連
合
町
内
会
と
八
幡
神
社
氏
子
の
皆
さ
ん
が
中

心
と
な
り
実
施
す
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。「
も

っ
と
若
い
世
代
に
も
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
ま
た
、

も
っ
と
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

工
夫
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。」
と
真
見
さ
ん
。 

　「
な
く
し
て
は
な
ら
な
い
」
そ
の
想
い
が
若
い
世
代
に
、

そ
し
て
子
ど
も
た
ち
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
そ
の
想
い
こ
そ
が
、
地
域
を
支
え
る
ち
か

ら
に
な
り
、
地
域
を
盛
り
上
げ
る
原
動
力
に
な
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。 

 

この紙は再生紙を使用しています 

『 

舟
形
連
合
町
内
会 

』 

シリーズ　地域のちから その� 

お
さ
い
と
う 

お
ろ
そ 


